
学
内
発
表
会
要
旨

岡
山
県
真
庭
郡
落
合
町
方
言
の
研
究

に
:
+
い
I
J
-
-

今
　
　
石
　
　
元
　
　
久

こ
れ
は
へ
岡
山
県
真
匝
郡
落
合
町
(
旧
国
名
=
美

作
国
t
.
人
口
的
二
万
人
'
・
蝣
F
,
に
C
M
・
」
i
.
y
;
山
悶
=
7
=

姫
新
線
及
び
岡
山
市
方
面
へ
の
.
ハ
ス
)
を
調
査
地
と

し
、
一
九
六
二
年
一
月
七
日
～
同
四
月
七
日
の
臨
地

調
査
に
よ
る
資
料
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

第
一
類
　
単
純
感
声
的
文
末
詞

H
ナ
行
文
未
詞

∩
ナ
-
・
ナ
】

全
文
未
詞
中
へ
頻
度
の
桑
も
高
い
も
の
で
'
年
齢

層
を
と
わ
ず
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ほ
ぼ
次
の

よ
-
な
表
現
形
式
の
中
に
生
き
て
い
て
'
相
手
へ
の

な
げ
か
け
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
待
遇
品

位
は
中
以
上
で
あ
る
。

呼
び
か
け
表
現
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ナ
-
」

○
ア
ン
　
T
-
。
あ
の
ね
も
小
女
1
青
女
(
「
T

-
」
が
よ
く
利
い
て
い
る
。
)

「
共
同
把
祖
」
の
「
ナ
-
」

○
ソ
レ
ニ
シ
チ
ャ
ー
　
ワ
カ
ゲ
ナ

T
I
。
　
初
茸

女
1
育
男
(
共
感
を
誘
う
よ
-
で
あ
る
.
)

「
ジ
ャ
ー
　
ナ
-
0
(
全
く
で
す
ね
え
。
)
」
な
ど

の
「
ナ
-
」
も
こ
こ
に
属
そ
う
か
。

勧
め
の
表
現
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ナ
-
」

O
t
・
I
t
　
チ
r
.
;
.
ト

オ
ア
タ
ン
サ
ェ
-

ナ

1

-

0

ま
あ
ち
ょ
っ
と
短
煙
に
お
あ
た
り
な
さ
い
な
。
初
老

女
1
私
(
-
な
が
し
の
浅
い
「
ナ
-
」
で
あ
る
o
)

挨
拶
表
現
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ナ
-
」

、

.

T

I

　

　

　

・

y

'

'

・

'

前
例
で
は
丁
寧
な
も
の
い
い
と
な
っ
て
い
る
が
'
こ

こ
で
は
近
授
性
・
親
近
性
が
強
い
。

感
動
表
現
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ナ
-
」

C

.

ン

t

*

*

-

・

-

蝣

.

 

-

*

*

r

'

i

ノ

.

・

」

・

　

∵

　

一

.

・

'

気
じ
ゃ
な
あ
o
初
老
女
1
間
男

問
い
の
表
現
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ナ
」

○
ナ
ン
　
刈
。
何
で
す
か
。
老
男
1
私

軽
い
問
い
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
又
へ

○
モ
ー
エ
ー
　
ナ
。
　
ナ
-
。
も
-
い
い
の
-

ね
え
。
小
女
1
中
女

の
よ
う
に
確
か
め
の
虫
い
「
ナ
」
が
あ
る
.

概
し
て
短
呼
形
は
問
い
か
け
の
表
現
に
限
っ
て
認
め

r¥れる。

【
ノ
ー
]

r
"
i
・
.
-
r
-
 
'
　
　
一
日
つ
-
　
　
　
　
　
　
　
ほ

う
す
の
ろ
じ
.
4
・
な
あ
。
<
年
上
者
を
叩
旅
し
た
小
男

の
独
白
V
の
よ
-
な
「
ノ
ー
」
が
あ
る
。
年
齢
層
の

い
か
ん
に
か
1
わ
ら
ず
認
め
ら
れ
る
が
'
主
に
男
性

の
も
の
い
い
に
お
い
て
で
あ
る
.
そ
れ
も
家
庭
内
と

か
親
近
者
問
に
限
ら
れ
、
品
位
は
低
い
.
琉
珪
は
さ

が
る
。

一
.
い
　
r
-
-
・
・
∴
I
-
T
;
;
.
‥
　
　
　
い
'
t

さ
を
う
ら
づ
け
る
か
の
よ
う
に
'
〔
ゾ
ナ
-
・
ゾ

ナ
〕
　
∩
ヵ
ナ
〕
　
〔
ガ
ナ
∪
　
〔
ト
ナ
〕
　
〔
ン
ナ
ラ
ナ
U

な
ど
が
あ
る
o
　
〔
ノ
ー
〕
の
複
合
形
と
し
て
わ
ず
か

に
¥
'
¥
蝣
∴
　
　
　
　
(
-
'
.
'
、
.
+
・
∴
」
.
'
蝣
*
-

び
つ
き
が
こ
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

*
,
.
>
-
"
-
'
了
.
㌦
j
;
'
-
.
.
 
-
蝣
一
　
「
　
、
.
n
蝣
蝣
.
ト

年
輩
者
層
に
認
め
ら
れ
る
o

U
ヤ
l
^
v
七
t
-
1
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∩
ヤ
ー
・
ヤ
∪

'

H

　

　

ナ

1

・

一

　

i

-

,

-

.

-

 

*

-

(

1

,

-

・

‥

:

-

¥

・

,

呼
び
か
け
表
現
と
な
っ
て
い
る
「
ヤ
ー
」
で
あ
る
。

待
遇
品
位
は
中
o

r

-

f

'

r

-

・

・

'

蝣

蝣

蝣

-

.

 

'

-

-

:

-

>

蝣

蝣

'

-

.

・

・

ハ

I

J

.

、

)

'

老
男
1
初
老
女
<
来
客
を
前
に
し
て
∨

命
令
の
文
に
は
た
ら
く
'
う
な
が
し
の
「
ヤ
ー
」
が

あ
る
。
こ
れ
は
勧
誘
表
現
に
お
い
て
も
認
あ
ら
れ

る
。
ま
た
'
短
呼
「
ヤ
」
も
ほ
ぼ
「
ヤ
ー
」
と
同
校

で
あ
る
が
長
呼
形
の
方
が
訴
え
か
け
が
強
い
。
品
位

抹
中
o

G
i
-
"
-
∴
、
　
バ
リ
~
斗
　
ヤ
　
小
蝣
1
-
蝣
・
.
'
/
*
ォ
.
*
協
.
 
・

っ
た
の
か
い
。
老
男
1
老
女

た
し
か
め
の
強
い
「
ヤ
ー
」
で
、
品
位
は
中
以
上
。

○
チ
剖
-
ヤ
。
　
ち
が
-
わ
い
。
小
男
-
,
同

の
よ
う
に
'
強
い
反
損
表
現
と
な
る
　
「
ヤ
」
　
で
あ

る
。
品
位
は
ま
低
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
用
法
を
　
呼
び
か
け
・
-
な
が

し
・
確
か
の
・
強
範
の
茄
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

∩エu
u
w
.
-
-
。
=
」
:
i
　
　
　
　
　
　
⊥

忘
れ
る
な
よ
。
　
初
老
男
1
小
男

の
よ
う
な
禁
止
の
文
の
ほ
か
へ
命
令
・
問
い
の
文
な

ど
に
は
た
ら
-
「
エ
」
で
は
「
念
お
し
」
が
あ
る
。

年
少
者
に
対
す
る
も
の
い
い
に
お
い
て
な
さ
れ
'
品

位
は
中
程
度
で
あ
る
。
次
に
へ

○
ツ
ワ
ヤ
ー

ソ
1
　
4
0
　
そ
れ
は
そ
-
だ
よ
。

育
男
1
初
老
男

強
い
当
為
の
「
こ
で
'
品
位
は
低
い
。

以
上
'
「
こ
の
用
法
は
、
ほ
i
二
一
類
に
ま
と
め
ら

れ
よ
う
。
家
庭
内
で
さ
か
ん
で
あ
る
。

【
ヨ
t
・
ヨ
∪
・
暗

視
合
形
に
は
　
〔
カ
ヤ
ー
〕
　
∩
ナ
ラ
ヤ
ー
∪
　
〔
カ

エ
〕
　
∩
ノ
エ
〕
　
∩
ゼ
]
n
I
U
　
〔
ゾ
ヨ
-
U
な
ど
が
あ

る
。房

〓
類
　
準
感
声
的
文
末
詞

【
ゼ
-
・
ゼ
】

O
r
-
'
-
.
s
†
"
-
 
'
A
-
*
*
'
.
ふ
,
i
蝣
'
>
*
>
J
-
>
J
>
-
.
'

言
う
の
ね
え
。
小
女
1
私

「
ゼ
-
」
は
推
量
形
述
部
を
受
け
る
場
合
が
多
く
、

誇
張
性
が
あ
る
。
品
位
は
低
い
。
短
呼
形
も
ほ
ゞ
同

じ
作
同
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
0

【
ゾ
1
・
ゾ
】
　
　
　
　
　
　
　
＼

_
J
/

∴
　
　
　
ヤ
ン
-
.
 
~
-
　
　
丁
‥

ミ
カ
ン
を
だ
い
て
い
る
孫
を
か
わ
い
さ
の
あ
ま
り
か

ら
か
っ
て
'
1
校
の
強
調
性
が
含
ま
っ
て
い
る
。

「
ゾ
-
」
は
近
接
性
・
親
近
性
の
強
い
も
の
い
い
と

な
る
。

O
t
,
カ
シ
タ
ラ
　
オ
エ
ー
ン
　
ゾ
.
オ
T
T
I
.

<
域
を
∨
の
が
し
た
ら
だ
め
だ
よ
.
・
お
前
o
小
男
1

同
女
「
ゾ
」
で
は
罰
近
性
が
-
す
-
'
注
意
の
喚
起

と
な
る
。
第
二
校
中
へ
次
の
∩
デ
ー
二
丁
〕
に
つ
い

で
へ
　
〔
ゾ
-
・
ゾ
U
は
盛
ん
で
あ
る
。
品
位
は
中
以

下
。

【
デ
-
・
デ
】
・

第
二
街
中
'
最
も
出
藍
が
高
い
'
告
知
・
依
頼
の

表
現
な
ど
に
あ
っ
て
'
強
調
性
が
含
ま
っ
て
い
る
。

隠
圃
旧
i
j
K
S
H
函
E
?
E
S

O
ク
イ
ッ
ク
　
刊
。
T
n
-
マ
′
　
カ
ワ
ー
　
シ
訂
-

リ
ヤ
ー
o
く
い
つ
く
よ
Q
犬
を
か
ら
か
っ
て
い
る

と
。
中
男
1
小
女

房
≡
類
　
原
生
単
純
形
文
事
詞

こ
れ
ま
で
観
察
を
試
み
た
も
の
が
感
声
的
な
も
の
で

あ
っ
た
の
に
く
ら
べ
'
こ
こ
に
み
る
文
末
詞
は
非
感

声
的
と
も
い
え
よ
う
0

【力】さ
ま
ざ
ま
の
用
法
が
認
吟
ら
れ
る
o

革
純
な
問
い
の
「
カ
」
　
品
位
へ
中

(

I

"

」

,

(

 

-

r

,

-

/

_

s

っ

J

 

I

　

　

・

f

-

l

"

サ

i

-

-

^

.

.

.

.

.

j

-

つ
け
て
い
た
の
?
中
女
-
.
臥

強
い
確
か
の
と
な
っ
て
い
る
「
カ
」
へ
品
位
へ
中

以
下
。

0
-
一
I
i
」
∵
　
V
∴
.
i
.
り
蝣
;
y
v
.
-
.
.
 
-
>
.
,
¥
-
'
蝣
蝣

老
男
-
,
臥

自
閉
表
明
の
「
カ
」
品
位
'
中
o
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行

・

・

 

J

∴

・

・

・

・

,

 

"

1

っ
て
い
る
の
だ
よ
。
初
老
男
1
育
男
<
た
め
ら
い
な

し
∨

当
為
強
調
の
「
カ
」
'
品
位
中
以
下
。

○
ワ
シ
ガ
　
ジ
ラ
ン
ネ
-

シ
T
.
F
ン
　
カ
O
初
老

男
1
育
男
<
俺
が
知
ら
ん
の
に
空
別
に
わ
か
る

か
。
∨
以
上
の
言
」
の
作
用
性
は
も
と
も
と
か
ら
r
問

い
」
と
患
わ
れ
る
。
こ
れ
が
文
表
現
と
な
っ
て
そ
れ

そ
れ
の
個
性
を
生
じ
て
い
る
よ
-
で
あ
る
。

複
合
形
に
「
ノ
カ
」
「
ソ
カ
」
な
ど
が
あ
る
。

第
四
類
　
転
成
文
末
詞

以
上
の
本
来
的
な
文
末
詞
に
対
し
'
第
E
l
類
は
転
成

の
事
契
を
認
め
-
る
文
末
詞
で
あ
る
。

H

的

7

m

【
ノ
】蝣

;

・

,

-

*

'

・

'

-

　

　

　

∴

∵

∵

　

・

・

・

　

、

○
イ
ナ
I
ソ
・
ノ
t
O
帰
ら
な
い
の
?
　
小
女
・
.
同

の
「
ノ
」
は
'
闘
い
に
は
た
ら
く
。
品
位
は
中
。

○
チ
ユ
ー
シ

S
3

キ
レ
タ
ラ

オ
エ
ソ
ノ
。

<
母
の
病
状
を
問
わ
れ
て
∨
　
中
男
-
同

「
ノ
ジ
ャ
」
的
な
断
定
の
気
特
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
前
例
に
こ
く
ら
べ
'
品
位
は
や
ゝ
高
い
。

r
-
パ
ー
。
」
と
で
る
か
「
タ
。
」
と
で
る
か
に

よ
り
表
現
形
式
は
決
ま
っ
て
い
る
。

【ン】
∩
笥
シ
ー
イ
ヨ
タ
　
ン
。
書
部
落
に
お
行

き
に
な
り
ま
し
た
か
。
　
老
女
1
私

問
い
に
は
た
ら
く
の
が
普
通
で
あ
る
。
品
位
は
中
以

上
。
ま
た
へ

○
イ
4
　
ソ
ン
~
。
<
母
の
と
こ
ろ
に
∨
中
女
1
幼
女

の
よ
う
に
累
加
し
'
「
念
お
し
」
を
ぅ
ち
出
す
も
の

も
認
め
ら
れ
る
.
品
位
は
中
。

【
ト
】

○

キ

n

l

 

P

4

ジ

ニ

オ

ク

リ

ジ

ャ

I

.

今

日

六

時
に
出
棺
だ
っ
て
。
申
女
1
初
老
男

報
知
の
「
ト
」
が
盛
ん
で
あ
る
。
品
位
は
中
。

【
ガ
】
(
待
遇
品
位
は
低
い
。
)

○
ハ
ヨ
-
イ
ヨ
-
ユ
ン
ジ
ャ
　
刑
。
早
く

<
風
呂
に
∨
お
は
い
り
っ
て
ば
。
小
女
1
小
男

[
ォ
.
-
:
-
i
 
i
;
.
一
言
'
.
 
'
:
:
"
.
 
'
-
蝣
:
'
*
蝣
-
.
・
蝣
蝣
・
'
一

ニ

J

.

.

-

　

・

・

 

'

:

/

7

-

.

-

-

'

'

-

-

*

・

-

・

・

・

　

、

　

　

　

　

　

.

　

　

　

　

　

　

　

∴

.

)

　

r

を
飲
ん
だ
ら
い
つ
で
も
あ
ん
な
ふ
・
L
・
な
の
で
困
ま
る

の
よ
。
　
初
老
女
1
私

口
助
動
詞
系
.

【
ナ
ラ
∪

○

コ

リ

ヤ

ー

t

　

メ

ッ

ツ

1

1

　

メ

ズ

ラ

シ

ー

o

ナ

ン

ー
蝣
蝣
　
n
?
'
:
蝣
蝣
:
:
-
・
-
・
-
.
 
'
-
^
'
蝣
-
∴
・
一
.
'
.
*
.
'
i
¥
'

か
ね
。
　
初
老
女
1
育
男

「
ナ
ラ
」
は
問
い
に
は
た
ら
き
'
ぜ
ひ
知
り
た
い
気

持
を
あ
ら
わ
す
。
品
位
は
中
以
下
O
頻
度
は
高
い
。

複
合
形
に
〔
ソ
ナ
ラ
〕
が
あ
る
。

臼
動
詞
形

【
チ
,
]
　
二
.
.
:
∴
-
c
 
i
*
-
ォ
.
.
-
・
J
 
I
い
　
い
、
'
.
)

i

:

T

・

・

・

　

　

　

　

　

　

、

・

∴

-

'

.

'

蝣

'

蝣

蝣

'

;

っ
て
ば
。
、
切
老
男
1
同

自
己
ま
る
だ
し
の
粗
野
な
表
現
と
な
る
。

∩
-
l
l
/
ナ
サ
ェ
-
・
ト
.
.
L
ナ
1
-
】

「
と
思
い
な
さ
い
。
」
と
い
っ
た
述
部
的
本
来
の

誉
　
　
　
　
　
7
　
　
‥
-
'
-
>
"
:
"
蝣
.
>
ト
:
i

十
・
_
・
∵
　
　
∴
　
<
-
-
-
-
-
'
-
、

・

・

1

・

・

=

-

　

・

　

　

-

¥
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○
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ト
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,
ナ
7
0
<
ち
ょ
っ
と
∨
わ
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【
ワ
ェ
-
】

(
年
輩
者
層
に
認
め
ら
れ
'

品
位
へ
中
以
上
。
)

○
オ
ッ
ツ
ア
ン
。
T
ク
ー
当
タ
。
ワ
エ
ー
O

老
男
1
同

の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
し
た
話
ぶ
り
と
な
る
o

【
ウ
-
】

○
エ
ー
ワ
1
0
　
い
い
ね
え
。
育
女
・
・
育
男



安
塁
を
あ
ら
わ
す
「
ワ
-
」
が
あ
る
O
品
位
'
中
以

下
。な

お
以
上
の
ほ
か
「
・
・
・
す
り
い
o
」
と
-
け
と
ら

れ
る
も
の
に
次
の
事
例
が
あ
る
。
品
位
は
中
上
。

○
ア
T
ガ
　
イ
ヨ
ー
ヂ
サ
ー
。

あ
れ
が
一
番
い
い
で
す
よ
o
　
老
男
1
私

〇
m
-
オ
　
ワ
ス
レ
ト
リ
　
マ
サ
ー
O
　
ム
カ
シ
ノ

コ
.
=
ジ
ャ
。

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
す
よ
。
　
老
男
1
私

以
上
は
、
話
合
町
の
生
酒
語
に
認
め
ら
れ
る
い
ち

い
ち
の
文
末
詞
が
ど
-
い
-
表
現
形
式
を
と
っ
て
あ

ら
わ
れ
へ
　
そ
の
意
味
作
用
を
発
揮
し
て
い
る
か
'
と

い
っ
た
一
種
の
観
察
・
記
述
の
も
と
で
'
表
現
形
式

一
般
の
把
塩
へ
の
あ
L
が
か
り
を
つ
け
て
み
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

参
老
m
　
国
語
学
第
十
一
班
　
藤
原
与
一
先
生
の

論
文
、
「
日
本
語
表
現
法
の
文
末
助
詞
I
そ
の
成
立

と
生
成
I
L
　
「
伊
賀
方
言
の
文
末
詞
」
佐
藤
虎
男

氏
(
国
文
学
故
二
三
号
)

(
1
二
一
蝣
f
l
i
一
:
・
蝣
+
)

八
代
集
の
　
「
ら
む
」
に
つ
い
て藤

　
　
井
　
　
茂
`
博

古
今
負
に
始
ま
っ
て
新
古
今
集
に
終
る
入
代
境
の

変
遷
を
挟
究
す
る
諭
は
'
従
来
い
ろ
い
ろ
の
形
で
行

な
わ
れ
て
き
て
い
る
が
'
ま
だ
こ
の
間
斑
は
究
明
さ

れ
尽
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
正
当
で
あ
ろ
う
。

契
際
、
古
今
集
と
新
古
今
集
と
の
問
に
は
'
明
か
に

質
的
相
違
が
見
て
と
れ
る
。
こ
の
変
化
の
過
程
を
助

動
詞
「
ら
む
」
を
基
準
に
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
の

が
へ
こ
の
作
業
の
目
的
で
あ
る
O
で
は
'
な
ぜ
助
動

詞
「
ら
む
」
を
基
準
に
耽
っ
た
か
と
い
え
ば
へ
そ
の

理
由
に
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
に
は
「
ら
む
」
の
使
用

さ
れ
て
い
る
和
J
s
m
V
十
;
V
^
/
C
一
m
以
上
の
,
'

・
!
'
4
:
j

に
上
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
'
少
数
の
契
例

,
V
:
-
.
p
f
二
-
>
v
楼
一
一
.

-
日
」
る
よ
い
へ
上
-
z
W
"
,
廿
L
5
1

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
今
一
つ
に
は
'
助
動
詞

「
ら
む
」
が
、
他
の
助
動
詞
に
比
較
し
て
'
か
な
り
知

的
S
'
r
l
^
S
f
t
y
い
一
¥
*
'
L
L
-
'
P
A
-
V
4
-
;
j
-
~
◆
:
I

刊
汁
告
知
-
1
d
!
t
思
パ
t
も
i
C
'
S
i
y
r
-
i
;
"
j
^
j
‥
-
蝣
S
'
O
.
j

と
が
予
想
さ
れ
る
。
以
下
は
'
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の

試
泊
'
-
z
i
i
;
i
)
I
.
J
ふ
る
。

一
t
c
r
.
r
-
T
.
,
r
.
i
「
・
;
む
j
r
J
悶
E
^
&
m

和
訳
V
.
'
,
1
ご
L
i
.
ふ
呈
・
.
]
芋
;
-
,
;
-
f
て
I
:
L
i
砧
立
>
-
.
'
見

た
L
L
i
.
-
'
V
w
t
ま
.
つ
間
違
い
x
ォ
(
い
。
古
,
'
v
-
に
m
%
:
、

1
,
~
T
:
.
'
(
'
C
拙
畔
.
読
?
蝣
'
-
・
'
規
*
・
・
?
上
し
て
い

た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
ま
た
和
歌
文
学
が
'
伝
統

を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
で
よ
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
か

J
i
j
?
-
三
し
-
.
V
」
訳
V
.
'
窯
i
'
山
へ
蒜
i
-
'
T
-
'
-
y
i
i
f

ま
と
.
ん

ど
変
化
な
く
'
固
定
し
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
点
を
考
昆
し
た
上
で
古
今
集
に
「
ら
む
」

C
∴
耳
H
I
蝣
-
'
-
.
小
め
た
。

I
e
「
ら
む
」
の
説
明

助
動
詞
「
ら
む
」
の
機
能
は
'
本
来
一
つ
で
あ

る
。
現
在
に
関
す
る
韓
日
に
対
し
て
'
自
己
の
判
断

を
与
え
る
と
い
-
点
で
す
べ
て
一
致
す
る
。
全
体

的
へ
ま
た
は
部
分
的
で
あ
れ
へ
不
在
契
な
点
が
存
在

す
る
場
合
に
「
ら
む
」
を
用
い
て
自
己
の
判
判
断
を

7
・
1
・
'
・
.
蝣
・
'
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